
 

               

 

 

 

 
   

 

災害時における施設等利用に関する協定の締結について 
 

 
 災害時における物資供給では、必要な場所に必要な数を早急に配分するための物資拠点が

重要となります。 

 公立大学法人和歌山県立医科大学薬学部伏虎キャンパスが位置する和歌山市中心部エリア

は、様々な防災拠点が集中しており、円滑な災害対応ができるよう、物資集積拠点として施

設を提供していただけることとなりました。 

このことから、災害時における施設等利用に関する協定の締結式を執り行いますので、お

知らせします。 

 

 

1. 協定者 

 公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

2. 協定概要 

 和歌山市内において、災害により甚大な被害が発生した場合に、物資集積拠点として

公立大学法人和歌山県立医科大学薬学部伏虎キャンパスを活用します。 

 

3. 協定締結式 

（１） 日 時  令和５年４月１８日（火）１０時００分 

（２） 場 所  和歌山市役所本庁舎７階 記者会見室 

（３） 出席者  公立大学法人和歌山県立医科大学 理事長 宮下
みやした

 和久
かずひさ

 様 

     和歌山市            和歌山市長 尾花 正啓 

担 当 課 総合防災課 

担 当 者 瓜生田 

電    話 (073)435-1199 

内  線 5017 

資 料 提 供 

令和５年４月１２日 

（物資供給イメージ） 


